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学校番号 １０７ 

令和３年度 英語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語表現 ２ 第３学年 

Vision Quest English ExpressionⅡAce（啓林館） 

入試必携英作文 Write to the Point（数研出版） 

英語総合問題集 Elixir5【改訂版】（啓隆社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語表現の授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつける授業です。そのた

め、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く行います。授業で

は積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習するこ

とが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人に

きちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「英語表現」（２単位）「骨太英語」（２単位） 

「創造英語」（２単位）「異文化理解」（2 単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・論点の明らかな

英文を読み、ま

た、話された英

文を聞いて、そ

れぞれのポイン

トを捉えて、そ

の概要を簡潔に

話すことができ

る。 

 

骨太英語 

定期考査 

 

英語表現 

定期考査 

 

異文化理解 

定期考査 

 

・興味のある社会的

なトピックに関し

て、読んだり聞い

たりした内容の要

点を文章で書くこ

とができる。 

 

骨太英語 

定期考査 

 

英語表現 

定期考査 

 

異文化理解 

定期考査 

 

 

・自然な速さで話

される観光地で

の説明やガイド

などのアナウン

スを聞いて大切

なポイントをも

らさず概要を把

握することがで

きる。 

 

骨太英語 

定期考査 

 

英語表現 

定期考査 

 

異文化理解 

定期考査 

 

 

・まとまりのあ

る英文を後

戻りするこ

となく一定

時間内に読

み、各段落の

トピック、サ

ポート、例

示、詳細など

を抑えなが

ら、全体の用

紙を理解す

ることがで

きる。 

 

骨太英語 

定期考査 

 

英語表現 

定期考査 

 

異文化理解 

定期考査 

 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 
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上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson11 

( 7 時間) 

 

 

 

 

 

Lesson 12 

( 7 時間) 

 

世界遺産と

いうテーマ

を通して表

現の幅を広

げる。 

 

 

ボランティ

ア活動につ

いて考えな

がら、自分

の意見をま

とめる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ボランティア活動につ

いて考え、最後はその

内容を essay にまとめ

る。 

・これまでのボランティア

活動について、自分の体

験を英語でクラスメー

トと共有する。 

・積極的にコミュニケー

ションを図っているか、

という観点から評価す

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・ボランティア活動に関

する自分の意見をまと

める。 

・ワークシートを利用し

て、クラスメートの体験

を書き留める。 

・テーマに沿って適切に

書くことができる。 

・essay を提出さ

せ、その内容を取

組状況の判断材

料として活用す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞を適切に使える

ようになる。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・essay の中でそれらの文

法事項を適切に用いる

ことができている。 

 

・定期考査で、与え

られたテーマに

沿って、適切な

essay が書ける。 

Lesson13 

( 7 時間) 

 

 

 

Lesson14 

( 7 時間) 

 

 

 

 

Lesson15 

( 7 時間) 

 

 

 

Lesson16 

( 7 時間) 

 

 

 

校則につい

て 考 え を

essay  

にまとめる 

 

外国の魅力

についての

考 え を

essay にま

とめる 

 

自分の思い

出を essay

に ま と め

る。 

 

自分の興味

のある科学

技術につい

て essay を

まとめる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、

決められたテーマに

沿って会話を続け、最

後はその内容を essay

にまとめる。 

・自分の感想や意見を伝え

るために、ワークシート

を活用できる。 

・多様な表現を用いて、最

後まであきらめずに自

分の意見を聞き手に伝

える。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・各テーマの中からひと

つテーマを選んで、プ

レゼンの準備に入る。 

・難易度の高いテーマで

も、自分の意見をまとめ

られるようにトレーニ

ングする。 

・これまでの単元で学んだ

表現を活用して、自分の

意見を聞き手に伝える

ことができる。 

・プレゼン原稿の内

容を評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・外国の魅力について自

分の言葉で表現でき

るようになる。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認し、そ

れらをうまく活用する。 

・手段としての英語を活用

しながら、自分の意見や

主張をしっかりと発信

することができる。 

・内容・表現・説得

力等を総合的に

評価する。 

Lesson 17 

( 7 時間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

Lesson18 

( 7 時間) 

 

便利な tool
について意

見を essay

に ま と め

る。 

 

 

 

 

 

自 分 の 好

み・嗜好に

つ い て

essay にま

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自分の意見・嗜好だけ

ではなく、相手の意見

や嗜好についてもしっ

かりと耳を傾け、最後

はその内容を essay に

まとめる。 

・ペアワーク活動を通し

て、互いの意見や好み・

嗜好について語り合う。 

 

・積極的にコミュニケー

ションを図っているか、

相手の話に興味を持と

うとしているか、という

観点から評価する。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・自分の伝えたいことを

できるだけ深く伝え

る。 

・ワークシートを利用し

て、クラスメートの体験

や好みなどを聞いて、そ

れを書き留める。 

・これまでの単元で学ん

だ表現を活用して、自

分の意見を聞き手にう

まく伝える。 

・essay を提出さ

せ、その内容を取

組状況の判断材

料として活用す

る。 
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とめる。 「言語や文化についての知識・理解」 

・修飾語・比較表現を適

切に使えるようにな

る。 

・本文中で用いられている

文法事項を確認する。 

・essay の中でそれらの文

法事項を適切に用いる

ことができる。 

 

・定期考査で、与え

られたテーマに

沿って、適切な

essay が書ける。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson19 

( 7 時間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

Lesson 20 

( 7 時間) 

 

 

思い出深い

プレゼント

について考

え、その内

容を essay  

にまとめる 

 

 

 

 

インターネ

ットの問題

点について

自分の考え

を essay に

まとめる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、

決められたテーマに沿

って会話を続け、最後は

その内容を essay にまと

める。 

・自分の感想や意見を伝え

るために、ワークシート

を活用できる。 

・多様な表現を用いて、最

後まであきらめずに自分

の意見を聞き手に伝える。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容を

取組状況の判断材

料として活用する。 

 

「外国語表現の能力」 

・自分の伝えたいことを

できるだけ深く伝え

る。 

・難易度の高いテーマでも

自分の意見をまとめら

れるようにトレーニン

グする。 

・テーマに沿ってかなりレ

ベルの高い essay を書

くことができる。 

・essay を提出さ

せ、その内容を取

組状況の判断材

料として活用す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・重要な比較表現・否定

表現を習得する。 

・本文中で用いられている

文法事項を確認する。 

・essay の中でそれらの文

法事項を適切に用いる

ことができる。 

 

・定期考査で、与え

られたテーマに

沿って、適切な

essay が書けてい

るかを判断する。 

 

 


